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議員のホンネ選挙特集第２弾

　三春町議会議員選挙が、９月 30 日の任期満了に伴い行われる予定です。そこで、171 号（２月発行）
から 172 号（今号）、173 号（８月発行）の３回に分けて選挙特集と題して特集記事を掲載します。

気
に
な
る
議
員
の

報
酬
と
定
数

　

議
員
の
報
酬
は
月
額
22
万
４
千

円
、
年
間
２
、6
8
8
、0
0
0
円
、

期
末
手
当
8
3
7
、2
0
0
円
、
合

計
３
、５
２
５
、２
０
０
円
こ
れ
が

議
員
の
年
収
で
す
。
議
会
に
関
す
る

出
席
す
べ
き
日
数
は
約
50
日
で
平

均
６
時
間
、
年
約
３
０
０
時
間
で
こ

れ
を
時
給
に
す
る
と
11
、
７
５
０

円
に
な
り
ま
す
。
議
員
の
視
察
研

修
は
議
会
費
予
算
に
含
ま
れ
個
人

が
出
費
す
る
こ
と
は
な
く
、
更
に

町
村
議
会
議
員
の
副
業
は
何
ら
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
定
数
に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
月
に

行
わ
れ
た
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

議
員
各
自
の
意
見
を
述
べ
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
た
後
賛
否
を
問
い
、
現
在
の
定
数

16
人
の
ま
ま
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な

み
に
定
数
を
改
め
る
べ
き
と
い
う
議

員
は
橋
本
善
次
、
新
田
信
二
、
隂
山

丈
夫
、本
田
忠
良
の
各
議
員
で
し
た
。

私
感

　

令
和
元
年
９
月
の
三
春
町
議
会

議
員
選
挙
で
無
投
票
か
ら
本
日
ま

で
、
ま
さ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
翻
弄
さ
れ
た
日
々
で
し
た
。

各
地
区
で
開
催
し
て
き
た
町
政
報

告
会
や
懇
談
会
も
３
密
を
避
け
る

た
め
開
け
な
く
な
り
、
支
援
者
や

後
援
会
の
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳

な
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
前
よ
り
格
差
・
分
断
・
差
別
が

顕
在
化
し
、
そ
れ
が
継
続
・
固
定

化
さ
れ
る
の
を
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
絆
・
結
の
精
神
を
再
構
築

し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
町
の
議
会
議
員
選
挙
は
、

こ
こ
４
回
の
う
ち
２
回
が
無
投
票

で
す
。
私
は
議
員
定
数
削
減
を
主

張
し
て
き
ま
し
た
が
、
議
会
に
お

い
て
は
少
数
意
見
で
あ
り
大
変
残

念
に
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
、

一
緒
に
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

本田　忠良

橋本　善次

議
員
の
感
想

　
「
お
金
の
使
い
方
が
正
し
い
の
か
。

金
額
が
ま
っ
と
う
な
の
か
。」
予
算・

決
算
の
審
査
の
時
に
い
つ
も
頭
に
お

い
て
考
え
て
い
ま
す
。
町
か
ら
の
細

か
い
説
明
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
一
期
４
年
は
か
か
る
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
会
議
の
時
に
は
、
自

分
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
必
ず
質
問
を
し
て
町
民
へ
報
告

出
来
る
ま
で
に
理
解
し
よ
う
と
努
力

し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
す
が
。

　
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
各
地
区
に
取
材
に

お
邪
魔
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
様
々

な
方
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来

て
、
私
が
知
ら
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。

山崎ふじ子

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を

振
り
返
っ
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま

で
、
多
く
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
活
動
も
、
制
限
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
の
情
報
交

換
の
日
々
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
５
月
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
５
類
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
で
、

徐
々
に
通
常
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
で
は
、
今
年
9
月
に
町
長
・
町

議
員
の
同
時
選
挙
を
行
い
ま
す
。
特

に
議
員
は
、
選
挙
に
な
ら
な
い
年
が

続
い
て
い
ま
す
。
各
地
域
か
ら
選
出

し
て
頂
き
、
こ
れ
か
ら
先
の
子
供
達

に
住
み
良
い
三
春
を
残
し
て
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
、
活
動
し
て
頂
き
た
い
と

願
い
ま
す
。
特
に
少
子
高
齢
化
社
会

が
続
く
中
で
、
子
育
て
か
ら
介
護
福

祉
等
の
今
後
の
対
応
は
と
て
も
重
要

と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
女
性
議
員

の
活
躍
の
場
が
さ
ら
に
広
が
り
期
待

さ
れ
ま
す
の
で
、
女
性
の
方
々
の
立

候
補
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。
地
域
の

方
々
に
は
、
男
女
問
わ
ず
選
出
・
支

援
を
是
が
非
で
も
お
願
い
致
し
ま
す
。

新田　信二
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わ
た
し
の
ほ
ん
ね

　

私
は
、
５
期
20
年
議
会
活
動
の

中
、
選
挙
に
よ
る
当
選
は
３
回
で

無
投
票
当
選
は
２
回
で
し
た
。
無

投
票
に
よ
っ
て
の
当
選
は
、
自
分

に
対
し
地
域
や
町
民
皆
様
方
の
評
価

が
見
ら
れ
な
い
の
が
現
実
で
な
い
で

し
ょ
う
か
。
町
民
の
多
く
は
、
選
挙

に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も
、
議

員
の
な
り
手
不
足
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
三
春
町
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
地
域
性
も
あ
り
ま

す
が
、
自
分
自
身
の
努
力
に
よ
っ

て
選
任
さ
れ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々

の
挑
戦
を
願
う
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
で
対
面
の

大
切
さ
を
知
る

　
今
期
４
年
間
は
コ
ロ
ナ
に
振
り
回

さ
れ
た
４
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
人
が
多
く
集
ま
る
会
議
な
ど
は
、

中
止
や
人
を
少
な
く
し
て
の
開
催
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は

簡
単
に
と
い
う
事
で
書
面
決
議
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飲
み
会

の
中
止
や
自
粛
で
人
が
集
ま
る
こ
と

が
大
幅
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
で
人
と
人
が
対
面
で
の
会

話
が
い
か
に
大
切
な
の
か
、
そ
し
て
顔

を
見
て
の
会
話
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
、

今
年
度
は
視
察
研
修
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
視
察
研
修
は
現
地

で
担
当
者
や
利
用
者
の
話
を
直
接
聞

き
、
現
地
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

研
修
で
得
た
こ
と
を
反
映
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
町

民
生
活
全
般
に
関
わ
る
も
の
で
あ

り
、
本
会
議
、
各
委
員
会
を
問
わ
ず

慎
重
に
審
議
し
て
き
ま
し
た
。
委

員
会
で
は
、
経
済
建
設
常
任
委
員

会
に
所
属
し
、
産
業
課
や
建
設
課
、

企
業
局
の
議
案
な
ど
数
多
く
の
付

託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
て
き
ま

し
た
。　

　

私
は
、
９
月
で
ま
る
４
期
に
な

り
ま
す
。
町
民
か
ら
来
た
要
望
は
、

町
に
届
け
て
来
ま
し
た
。
議
員
に
な

る
と
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
話

し
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
た
だ
、議
員
の
報
酬
だ
け
で
は
、

生
活
は
と
て
も
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。

議
会
選
出
の

監
査
員
と
し
て

　

監
査
委
員
が
行
う
監
査
は
、
例

月
出
納
検
査
、
定
期
監
査
、
決
算

審
査
、
行
政
監
査
、
基
金
運
用
状

況
の
審
査
、
金
融
機
関
の
公
金
出

納
検
査
等
で
す
。
定
期
監
査
に
お

い
て
は
、
全
て
の
課
そ
れ
ぞ
れ
に

課
題
を
指
定
し
、
詳
し
い
説
明
を

受
け
監
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
自
治
団
体
の
不
祥
事
の
背

景
を
考
え
、
そ
れ
が
起
こ
り
に
く

い
環
境
に
な
る
た
め
の
指
摘
が
大

切
で
す
。
指
摘
す
る
こ
と
で
、「
問

題
」
が
周
知
の
も
の
と
な
り
、
解

決
す
べ
き
「
課
題
」
に
な
り
ま
す
。

機
能
す
る
監
査
が
、
職
員
の
規
律

や
法
令
遵
守
意
識
を
支
え
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
役
所
が
賢
明
で

効
率
的
に
お
金
を
使
う
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
ん
な
こ
と
を
念
頭

に
日
々
勉
強
を
積
み
重
ね
、
重
責

を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
に
入
っ
た

覚
悟
が
必
要
で
す
ね
！

　

議
会
活
動
に
限
ら
ず
、
何
事
に

お
い
て
も
現
状
認
識
が
大
切
で
す

ね
。
多
く
の
人
と
の
意
思
疎
通
や

交
流
は
、
物
事
を
判
断
す
る
と
き
、

立
ち
位
置
を
決
め
て
く
れ
る
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
や
各
種
団
体
で
の
皆

さ
ん
と
の
活
動
は
、
自
分
を
導
い

て
く
れ
、
充
実
し
た
気
持
ち
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
帰
り
は
別
の
道
を
通
れ
！
」「
政

治
は
一
人
で
は
で
き
な
い
！
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
日
々
の
変
化
や

人
々
の
想
い
へ
の
感
性
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
少
し
で
も
三
春
町
を
良

く
し
た
い
、
一
歩
前
進
の
心
意
気

で
、
一
貫
し
た
政
治
姿
勢
を
保
ち

な
が
ら
、
行
政
の
奥
深
さ
を
肌
身

に
感
じ
て
、
議
員
活
動
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
御
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

佐藤　一八

鈴木　利一　

三瓶　文博

佐久間正俊

影山　常光
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定例会
３月会議

　
令
和
５
年
定
例
会
３
月
会
議
は
３
月
１
日
か
ら
13
日
ま
で
の
13
日
間
開
催

さ
れ
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
５
年
度
各
会
計
予
算
及
び
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
な
ど
42
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
、
議
会
基
本
条
例
の
改
正
等
の
４
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
、
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計    

昨
年
と
比
較
し
て
７
億
８
、１
４
０
万
円
増

昨
年
と
比
較
し
て
７
億
８
、１
４
０
万
円
増

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合

わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
１
５
１
億
４
、０
７
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
予
算
の
詳
細
は
、「
広
報
み
は
る
が
好
き
５

月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
新
事
業
】幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事

認
定
こ
ど
も
園
建

設
工
事
の
影
響

で
、
通
行
止
め
に
す
る
道

路
工
事
は
い
つ
か
ら
か
。

４
月
３
日
か
ら
12

月
15
日
ま
で
全
面

通
行
止
め
に
し
て
、
道
路

と
敷
地
の
造
成
を
一
体
的

力
を
得
な
が
ら
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

に
実
施
し
ま
す
。

歩
行
者
は
大
丈
夫

な
の
か
。

通
行
止
め
の
該
当

に
な
る
家
屋
が
あ

る
の
で
、
交
通
誘
導
員
を

配
置
し
安
全
に
誘
導
し
ま

す
。
地
区
の
皆
様
の
ご
協

問

問

答

答

新年度予算可決新年度予算可決新年度予算可決新年度予算可決

令
和
５
年
度
予
算

　
令
和
７
年
４
月
に
、
岩
江
地
区
に
開
園
を
予
定
し
て
い
る

認
定
こ
ど
も
園
の
新
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

認定こども園イメージ

24時間完全通行止め
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今
年
度
か
ら
田
村
西
部
環
境
セ
ン
タ
ー
を
三
春
町
独
自

で
管
理
運
営
し
ま
す
。

地
域
振
興
整
備
交

付
金
は
１
年
に

２
５
０
万
円
、
３
年
間
で

７
５
０
万
円
と
の
こ
と
だ

が
、
交
付
の
三
地
区
と
は

ど
こ
か
。

北
部
三
地
区
連
絡

協
議
会
の
沢
石
・

要
田
・
御
木
沢
地
区
の
三

地
区
で
す
。

【
新
事
業
】
田
村
西
部
環
境
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
費

【
新
事
業
】
防
災
情
報
通
信
施
設
整
備
工
事

城
下
町
P
R
事
業

問

答

　
町
内
２
か
所
に
雨
量
計
を
設
置
し
て
、
情
報
を
集
約
し
災

害
対
策
に
活
用
し
ま
す
。

　
V
R
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
な
ど
を
活
用
し
、
城

下
町
三
春
の
魅
力
を
発
信
し
て
誘
客
を
図
り
ま
す
。

防
災
情
報
通
信
施

設
整
備
工
事
の
内

容
は
。

町
内
２
か
所
（
沢

石
地
区
、
岩
江
地

区
）
に
雨
量
計
を
設
置
し

て
、
瞬
時
に
状
況
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

問答

城
下
町
P
R
事
業

で
の
三
春
城
V
R

は
、
ど
の
く
ら
い
の
効
果

や
需
要
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
の
V
R
の

需
要
は
、
想
定
よ
り
も
少

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
で
体
験

で
き
る
V
R
は
、
専
用
の

ゴ
ー
グ
ル
等
を
使
っ
て
体

験
で
き
ま
す
の
で
、
チ
ラ

シ
等
で
P
R
し
て
効
果
を

発
揮
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問答

事　業 予算額 概　要
岩江地区防災コミュニティ
センター駐車場整備事業 1,127万円 センター周辺の土地を取得し駐車場を整備し利用者の利

便性を図ります。
防 災 情 報（ 雨 量 計 ）
シ ス テ ム 設 置 工 事 771万円 町内２か所に雨量計を設置し、情報を集約し災害対策を

図ります。
し尿及び浄化槽汚泥収集
運 搬・ 浄 化 槽 清 掃 業 務 5,819万円 今年度からし尿等収集運搬等業務を三春町独自で行いま

す。
田 村 西 部 環 境 セ ン タ ー
運 営 管 理 費 ３億7,348万円 今年度から田村西部環境センターを三春町独自で管理運

営します。
幼 保 連 携 型 認 定
こ ど も 園 新 築 工 事 ４億4,804万円 岩江地区に整備する認定こども園の新築工事を行います。

町 営 テ ニ ス コ ー ト
フ ェ ン ス 改 修 工 事 1,995万円 町営テニスコートのフェンスを直します。

税公金受付システム導入費 683万円 公金収納業務の効率化を図るためセミセルフレジを導入
します。

令和５年度予算に計上された新しい事業

歴民でVR体験

田村西部環境センター
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町の活性化へ繋げ町の活性化へ繋げ町の活性化へ繋げ町の活性化へ繋げ

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

環
境
整
備
は
ど
の
よ
う
な

内
容
・
順
番
で
整
備
し
て

い
く
の
か
。

モ
ン
ベ
ル
ス
ト
ア

の
運
営
が
可
能

と
な
る
拠
点
施
設
を
整
備

し
、
そ
の
施
設
に
は
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
い
う

形
で
観
光
情
報
の
発
信
や

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
出

し
な
ど
の
機
能
を
持
た
せ

る
想
定
を
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
早
い
時
期
の

開
設
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次

に
、
カ
ヤ
ッ
ク
の
漕
艇
場

や
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答 問
　
モ
ン
ベ
ル
ス
ト
ア
を
中
心
と
し
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
拠
点
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
補
正
予
算

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
施
設

（
計
画
案
）

場
所　
大
字
西
方
字
石
畑
地
内

　
　
　
（
三
春
の
里
農
業
公
園
駐
車
場
敷
地
内
）

建
物　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
延
床
面
積
約
１
、５
０
０
㎡

用
途　
シ
ョ
ッ
プ
（
モ
ン
ベ
ル
ス
ト
ア
）　

　
　
　
約
１
、０
０
０
㎡

　
　
　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　
約
４
２
０
㎡

　
　
　
レ
ン
タ
ル
用
品
貸
出
・
サ
ロ
ン
・
観
光
案
内
・　
　

　
　
　
展
示
な
ど

事　業 予算額 概　要
ふ る さ と 三 春 町
応 援 寄 附 者 報 償 2,959万円 ふるさと三春町応援寄附をしていただいた方へ御礼品を

送付します。
アウトドア・アクティビ
テ ィ 拠 点 施 設 整 備 事 業 ９億9,873万円 モンベルストアを中心とした、アウトドア・アクティビティ

拠点施設やカヤックの漕艇場などの整備を行います。
こ ど も の 安 心・
安 全 対 策 事 業 70万円 岩江幼稚園に登園管理システムを導入します。

地域情報発信交付金事業 69万円 三春の里田園生活に宿泊し季節に合わせた農作業を体験
できる事業を行います。

地 域 子 育 て 支 援
セ ン タ ー 事 業 1,153万円 子育て支援センターの屋根の改修工事を行います。

令和４年度補正予算に計上された事業

モンベルストア  イメージモンベルストア  イメージ

ア
ウ
ト
ド
ア・ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
施
設

   

整
備
事
業
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区分 議　　案 結果

当初
予算

令和５年度三春町一般会計予算について 可決

令和５年度三春町国民健康保険特別会計予算について 可決

令和５年度三春町後期高齢者医療特別会計予算について 可決

令和５年度三春町介護保険特別会計予算について 可決

令和５年度三春町町営バス事業特別会計予算について 可決

令和５年度三春町放射性物質対策特別会計予算について 可決

令和５年度三春町病院事業会計予算について 可決

令和５年度三春町水道事業会計予算について 可決

令和５年度三春町下水道事業等会計予算について 可決

令和５年度三春町宅地造成事業会計予算について 可決

区分 議　　案 結果

補正
予算

令和４年度三春町一般会計補正予算（第８号）について 可決

令和４年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 可決

令和４年度三春町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 可決

令和４年度三春町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 可決

令和４年度三春町町営バス事業特別会計補正予算（第２号）について 可決

令和４年度三春町放射性物質対策特別会計補正予算（第２号）について 可決

令和４年度三春町病院事業会計補正予算（第４号）について 可決

定例会３月会議 令和５年度各種会計予算 審議結果一覧

定例会３月会議 令和４年度各種会計補正予算 審議結果一覧



8

＜町長提出議案＞

＜議員提出議案＞

　町長から提出された議案と議員から提出された議案の審議結果は、次の通りです。

区分 議　　案 結果

条例 三春町議会基本条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町議会の個人情報保護条例の制定について 可決

意見書
子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を求める意見書の提出
について 可決

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出について 可決

定例会３月会議提出議案および審議結果一覧

令和５年度各種会計当初予算と令和４年度各種会計補正予算は、4 ページから 7 ページに掲載しています。

区分 議　　案 結果

条例

三春町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 可決
三春町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 可決
三春町議会議員及び三春町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 可決

三春町情報公開条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決

公営的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
職員の降給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町歴史民俗資料館条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について 可決

三春町重度心身障がい者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決

三春町保健センター設置条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 可決
三春町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決

区域変更 字の区域の変更について 可決
財産取得 財産の取得について 可決

人事 固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて 同意
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　定例会３月会議では、３月２日に一般質問を行い、６名の議員が町政について、町執行側に対
し質問しました。
　当日は、３階議場や大会議室において、傍聴者の皆さんが議員による質問と執行者の答弁のよ
うすに、熱心に耳を傾けていました。

※ 誤字の修正や表現の統一を除き、議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。

町  政  を  問  う町  政  を  問  う
一 般 質 問 に 6 人 登 壇

　各議員が住民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすことです。単に疑問や事
実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは

①町長の今年９月の選挙に対する対応について
②犬猫の殺処分ゼロにむけて
③図書館での電子書籍サービスについて

①モンベルストアの出店について

①ごみ集積場の修理に助成
②田舎暮らし七か条を

①河野広中没後100年記念事業について
②三春に訪れる観光客の受け入れ体制について

①地区サロンについて
②生涯学習に使える町のバスについて

①通学路の安全対策について
②不登校に関する支援について

鈴　木　利　一  議員 P10

橋　本　善　次  議員 P11

篠　崎　　　聡  議員 P12

三　瓶　文　博  議員 P13

山　崎　ふじ子  議員 P14

新　田　信　二  議員 P15
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犬猫殺処分
ゼ ロ

不
妊
去
勢
手
術
の
費
用

へ
助
成
し
て
は

管
理
し
て
く
れ
る
団
体

の
設
立
が
優
先

問答

質
問
１

　
改
正
動
物
愛
護
管
理
法

が
完
全
施
行
さ
れ
、
適
正

な
飼
育
が
困
難
な
場
合
に

は
繁
殖
防
止
の
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
県
内

で
は
手
術
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
る
市
町
が
あ

る
。
三
春
で
も
助
成
し
て

殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
て
取

組
み
を
進
め
て
は
。

住
民
課
長

　

県
内
の
殺
処
分
は
、
令

和
３
年
度
は
犬
１
１
２
頭

で
全
国
７
位
、
猫
７
９
９

頭
で
全
国
１
位
で
上
位
で

し
た
。
地
域
猫
へ
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
各
地
区
に

働
き
か
け
て
ま
ず
は
管
理

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
設
立
が
優
先
と
考
え
ま

す
。

質
問
２

　

将
来
に
向
け
て
沢
山
の

山
積
み
さ
れ
た
問
題
が
あ

り
、
町
長
の
今
の
意
気
込

み
を
も
う
少
し
聞
か
せ
て

欲
し
い
。

町　
長

　

話
を
じ
っ
く
り
と
重
ね

な
が
ら
よ
り
よ
い
方
向
を

導
き
出
し
、
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
の
中
に
あ
る
熱

い
思
い
を
理
解
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

で
あ
り
、
住
民
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
必
要
と

し
て
56
ヶ
所
の
サ
ロ
ン
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
選

挙
に
つ
い
て
は
、
今
は
年

度
変
わ
り
の
大
事
な
時
期

で
、
今
ま
で
の
改
善
を
要

す
る
部
分
の
総
括
、
令
和

５
年
度
へ
の
方
向
性
を
定

め
て
い
く
大
切
な
時
期

で
、
そ
れ
に
向
け
て
全
力

で
取
組
ん
で
い
る
の
で
、

じ
っ
く
り
と
考
え
る
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

坂
本
町
長
の

再
選
出
馬

問

答

９月の町長選挙への対応は

じっくりと考える時間が欲しい

質
問
１

　
坂
本
町
長
の
就
任
か
ら

間
も
な
く
４
年
に
な
る

が
、
就
任
時
に
「
地
域
に

誇
り
と
愛
着
を
感
じ
ら
れ

る
町
づ
く
り
」
で
町
の
活

性
化
を
進
め
る
と
し
て
い

た
。
町
長
と
し
て
取
組
の

中
間
総
括
と
合
わ
せ
て
、

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

「
岩
江
こ
ど
も
園
の
建
設
」

や
「
モ
ン
ベ
ル
の
誘
致
」

な
ど
事
業
へ
の
取
組
の
意

気
込
み
と
合
わ
せ
、
町
長

選
挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
欲
し
い
。

町　
長

　

考
え
方
と
し
て
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応
が
ベ
ー
ス

鈴　木　利　一 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

三春にある「ハピまるふくしま」

熱い想いを話す町長
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昨
年
の
モ
ン
ベ
ル
ス
ト

ア
の
三
春
町
へ
の
出
店
報

道
以
来
、
町
内
外
か
ら
の

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
交
流
人
口
の

増
大
を
、
い
か
に
町
・
地

域
経
済
の
活
性
化
へ
結
び

つ
け
ら
れ
る
か
が
大
き
な

課
題
で
す
。

質
問
１

　
施
設
の
開
設
時
期
と
事

業
費
に
つ
い
て
。

町　
長

　

令
和
６
年
の
出
来
る

限
り
早
い
時
期
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
事
業
費

は
、
３
月
補
正
予
算
に
約

９
億
９
、８
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

質
問
２

　
施
設
整
備
と
財
源
に
つ

い
て
。

町　
長

　
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
拠
点
整
備
を
優
先

し
、
カ
ヤ
ッ
ク
艇
庫
・
キ
ャ

ン
プ
場
・
レ
ン
タ
ル
用
サ

イ
ク
ル
な
ど
を
整
備
し
ま

す
。
財
源
は
国
の
交
付
金

約
４
億
９
、０
０
０
万
円
、

町
債
約
４
億
９
、０
０
０
万

円
で
す
。

質
問
３

　
三
春
ダ
ム
管
理
所
と
の

調
整
・
協
議
に
つ
い
て
。

町　
長

　

既
に
相
談
を
始
め
て
お

り
、
今
後
、
具
体
的
な
計

画
を
も
と
に
協
議
・
調
整

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
県
や
三
春
ダ
ム
管
理

所
、
各
関
係
機
関
団
体

と
「
ア
ウ
ト
ド
ア
環
境
を

活
か
し
た
地
域
活
性
化
会

議
」
を
立
ち
上
げ
て
い
ま

す
。

質
問
４

　
交
流
人
口
・
関
係
人
口

の
増
大
が
期
待
で
き
る

が
、
こ
れ
か
ら
来
町
者
の

街
な
か
観
光
や
通
年
観
光

へ
ど
う
結
び
つ
け
る
か
。

町　
長

　
「
ま
ち
ナ
ビ
カ
ー
ド
」

の
よ
う
な
取
組
み
を
考
え

て
い
ま
す
。
町
内
の
散
策

路
・
遊
歩
道
の
活
用
や
ア

ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

質
問
５

　
北
部
地
域
の
振
興
・
活

性
化
へ
ど
う
繋
げ
る
か
。

町　
長

　

北
部
地
域
を
周
遊
す
る

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の

設
定
に
よ
り
、
町
全
体
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

モ
ン
ベ
ル
ス

ト
ア
の
出
店

開設時期について

令和６年の出来る限り早い時期に

問

答

橋　本　善　次 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

アウトドア・アクティビティの環境創出に向け、株式会社モンベルから提案された
三春ダムさくら湖や三春の里田園生活館周辺の整備構想
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理
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
小
屋
型
の
ご
み
集

積
場
は
、
自
治
会
費
や
コ

ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
事
業
等
に

て
整
備
を
し
て
い
た
だ
き

住
民
の
方
々
に
ご
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
が
進
行

す
る
中
、
個
別
回
収
の
充

実
、
分
別
収
集
体
制
の
見

直
し
を
内
部
で
検
討
し
て

参
り
ま
す
。
素
案
が
出
来

次
第
お
示
し
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
住
民
の
方
々
で

現
時
点
は
維
持
管
理
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

質
問
２

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

住
民
課
長

　

宝
く
じ
を
活
用
し
た
助

成
事
業
で
す
。
現
在
、
小

屋
型
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
助
成
の
対
象
外
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ご
み
集
積

場
の
修
理

補

助

は

問

答

高額の集積場修理に補助金は
出せないのか

現在ごみ集積場への補助は
考えていない

質
問
１

　
ご
み
集
積
場
の
形
態
は

様
々
で
、
露
地
に
ネ
ッ
ト

を
か
け
た
物
か
ら
立
派
な

小
屋
型
の
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
ら
が
、
経
年
劣
化
や

外
的
要
因
に
よ
っ
て
破
損

し
た
場
合
、
修
理
に
お
金

を
出
し
て
い
る
の
は
利
用

者
の
人
々
で
あ
る
。
高
額

な
修
理
費
用
が
か
か
っ
た

場
合
、
町
が
一
部
を
助
成

出
来
な
い
か
。

副
町
長

　
　
　
　
　
　

　

ご
み
集
積
場
は
、
町
内

全
体
で
３
４
９
か
所
あ
り

ま
す
。
ご
み
集
積
場
に
つ

き
ま
し
て
は
、
利
用
者
の

方
々
に
協
力
し
て
維
持
管

篠　崎　　　聡 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

質　
問

　
福
井
県
池
田
町
の
田
舎

暮
ら
し
七
か
条
と
い
う
取

組
み
を
、
当
町
で
も
似
た

よ
う
に
出
来
な
い
か
。

副
町
長

　
　
　
　
　
　

　

福
井
県
の
池
田
町
の
田

舎
暮
ら
し
七
か
条
は
、
池

田
町
の
区
長
会
が
作
成
し

た
も
の
で
、
表
現
が
不
適

切
と
批
判
的
な
報
道
も
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
池
田
町

に
暮
ら
し
て
、
こ
ん
な
は

ず
で
は
な
か
っ
た
と
言
う

こ
と
を
防
ぐ
思
い
か
ら
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
当
町

で
は
、
田
舎
暮
ら
し
七
か

条
の
よ
う
な
発
信
は
行
わ

な
い
方
針
で
す
。

田舎暮らし
七 か 条 を

田
舎
暮
ら
し
七
か
条
の

制
定
を
し
て
み
て
は

現
時
点
で
の
七
か
条
の

制
定
は
考
え
て
い
な
い

問答

長持ちするように

田舎暮らしって

池田暮らしの七か条
第１条 集落の一員であること、池田町民であることを自覚してください。
　●総人口の少ない池田町ではありますが、私たちは 33 の集落において相互扶助を土
　　台に安全で豊かな共同社会を目指しています。
第２条 参加、出役を求められる地域行事の多さとともに、都市にはなかった面倒さの存　
　　　 在を自覚し協力してください。
　●池田町の風景や生活環境の保全、祭りなどの文化の保存は、集落毎に行われる共同
　　作業や集落独自の活動によって支えられています。共同して暮らす場を守るためにも
　　参加協力ください。
　●草刈り機は必需品です、回を重ね使い込むことで技術上達が図れます。
　●このことを「面倒だ」「うっとうしい」と思う方は、池田暮らしは難しいです。
第３条 集落は小さな共同社会であり、支え合いの多くの習慣があることを理解してください。
　●生活の基盤は集落であり、長い年月に渡って様々な行事や集まりを通して暮らしを支　　
　　えてきました。
第４条 今までの自己価値観を押し付けないこと。また都会暮らしを地域に押し付けない
　　　 よう心掛けてください。
　●集落での生活は、ご近所などとの密な暮らしの日々があります。都市では見られなかっ
　　たルールや仕組みもありますが、皆で折り合いを付けながら培ってきたものです。
　●これまでの都市暮らしと違うからといって都会風を吹かさないよう心掛けてください。
第５条 プライバシーが無いと感じるお節介があること、また多くの人々の注目と品定めが
　　　 なされていることを自覚してください。
　●どのような地域でも、共同体の中に初顔の方が入ってくれば不安に感じるものであり　
　　「どんな人か、何をする人か、どうして池田に」と品定めされることは自然です。
　●干渉、お節介と思われるかも知れませんが、仲間入りへの愛情表現とご理解ください。
第６条 集落や地域においての、濃い人間関係を積極的に楽しむ姿勢を持ってください。
　●静かでのどかな池田町ならではの面白さとして、ご近所や色々な出会いの中での会話
　　を楽しんでください。
第７条 時として自然は脅威となることを自覚してください。特に大雪は暮らしに多大な影
　　　 響を与えることから、ご近所の助け合いを心掛けてください。
　●池田町は 2004 年の福井豪雨災害で大きな被害を受けて以来、集落防災隊長を設置
　　し地域防災力を高める取り組みを推進しています。
　●また、池田町には「雪で争うな、春になれば恨みだけが残る」という教えがあります。
　　積雪時、大雪時での譲り合い、助け合いを心掛けてください。
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質
問
１

　
ど
の
よ
う
な
事
業
を
予

定
し
て
る
か
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
の

特
別
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

子
ど
も
議
会
、
出
前
講
座
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
動
画
の
作

成
を
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
２

　
県
外
か
ら
訪
れ
る
人
に

功
績
を
伝
え
る
事
で
、
観

光
の
一
つ
の
ア
イ
テ
ム
と

考
え
ら
れ
る
が
。

教
育
長

　

知
恵
を
合
わ
せ
効
果
的

な
P
R
に
努
め
ま
す
。

質
問
３

　
出
前
講
座
は
、
小
学
校

だ
け
で
な
く
、
議
会
や
民

主
主
義
へ
の
関
心
を
高
め

る
意
味
で
も
、
中
学
校
で

必
要
と
思
う
が
。

教
育
長

　

小
学
校
も
中
学
校
も
、

同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

河
野
広
中

没
後
１
０
０

年

記

念

どのような事業を予定してるか

５つの事業を予定

問

答

三　瓶　文　博 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

観光客の受
け入れ体制

観
光
ガ
イ
ド
の
現
状
、
今
後
の
対
応

駅
周
辺
で
の
情
報
発
信
と
自
転
車
対
応

問答

質
問
１

　
観
光
ガ
イ
ド
の
現
状
と

今
後
の
対
応
。

産
業
課
長

　
　
　
　
　
　

　

ガ
イ
ド
活
動
は
、
困
難

な
状
況
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
団
体
と
連
携

し
検
討
し
ま
す
。

質
問
２

　
町
が
中
心
と
な
り
、
人

材
確
保
・
育
成
に
早
急
に

関
わ
る
べ
き
と
思
う
が
。

産
業
課
長

　

協
議
し
な
が
ら
検
討
し

ま
す
。

質
問
３

　
三
春
駅
周
辺
で
、
ど
の

よ
う
な
情
報
を
ど
こ
か
ら

発
信
す
る
か
。

産
業
課
長

　
　
　
　
　
　

　

滝
桜
や
町
な
か
観
光
の

情
報
な
ど
を
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
S
N
S
、
Q
R

コ
ー
ド
な
ど
を
活
用
し
進

め
ま
す
。

質
問
４

　
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
弱
い

年
配
の
方
、
ま
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
等
マ
ル
チ
な

情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
、

閉
館
す
る
駅
前
サ
ロ
ン
を

利
活
用
す
べ
き
と
思
う
が
。

産
業
課
長

　

観
光
情
報
の
発
信
施
設

と
し
て
の
利
用
も
視
野
に

入
れ
、
今
後
検
討
を
進
め

ま
す
。

質
問
５

　
自
転
車
の
サ
イ
ク
ル
ス

タ
ン
ド
の
設
置
を
考
え
て

い
る
か
。

産
業
課
長

　

２
か
所
設
置
予
定
で
す
。

質
問
６

　

２
か
所
で
は
少
な
い
。

来
て
も
ら
っ
て
見
て
ほ
し

い
場
所
に
設
置
し
な
い
と

意
味
が
な
い
。
増
や
す
考

え
は
。

産
業
課
長

　

増
設
や
設
置
個
所
の
追

加
等
を
検
討
し
ま
す
。

この機会に歴民へ

会員お待ちしてます
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催
し
ま
す
。

質
問
３

　
ゲ
ー
ム
等
、
サ
ロ
ン
で

使
う
物
品
を
借
り
る
こ
と

が
出
来
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長

　

各
町
づ
く
り
協
会
で
貸

し
出
し
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
４

　
地
区
サ
ロ
ン
の
交
流
会

を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

保
健
福
祉
課
長

　

昨
年
は
町
全
体
で
行
い

ま
し
た
が
、
更
に
工
夫
を

し
て
交
流
会
を
設
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
区
サ
ロ
ン

問

答

町内地区サロンの数は

５６ケ所開設しています

質
問
１

　
早
く
よ
り
取
り
組
ん
で

い
る
サ
ロ
ン
に
対
し
て
、

エ
ア
コ
ン
設
置
等
の
補
助

は
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

　

活
動
状
況
に
よ
り
、
補

助
し
ま
す
。

質
問
２

　
新
た
に
、
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
の
指
導
員
講
習
を

取
り
組
め
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長

　

今
ま
で
に
２
回
行
い
、

29
名
が
指
導
員
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。
必
要
に
応

じ
て
指
導
員
講
習
会
を
開

山　崎　ふじ子 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

質
問
１

　
生
涯
学
習
に
使
え
る
バ

ス
は
何
台
か
。

生
涯
学
習
課
長

　

50
人
乗
り
の
大
型
バ
ス

１
台
と
、
新
た
に
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
１
台
を
準
備
し
ま

し
た
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

つ
い
て
も
、
送
迎
業
務
に

支
障
が
な
い
時
間
帯
で
活

用
で
き
る
よ
う
に
、
考
え

て
い
ま
す
。

質
問
２

　

生
涯
学
習
団
体
に
登
録

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

　

利
用
目
的
を
確
認
し
た

う
え
で
、
町
要
綱
に
基
づ

き
判
断
し
ま
す
。

質
問
３

　
予
約
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

生
涯
学
習
課
長

　

利
用
す
る
団
体
の
担
当

課
に
相
談
の
上
、
バ
ス
利

用
申
告
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
担
当
課

は
、
バ
ス
管
理
担
当
課
と

協
議
の
上
、
利
用
の
可
否

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

生 涯 学 習
用 の バ ス

生
涯
学
習
に
使
え
る

バ
ス
は

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
１
台

増
え
た

問答

貝山いきいきサロン

４月から生涯学習用バス
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通
学
路
で
の
児
童
生
徒

が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事

故
や
、
連
れ
去
り
等
の
事

件
は
、
全
国
各
地
で
後
を

絶
た
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

質
問
１

　
町
の
取
り
組
み
方
針
の

中
で
、
合
同
点
検
の
実
施

内
容
と
対
策
の
検
討
内
容

は
。教

育
課
長

　

各
小
学
校
ご
と
に
学
校

保
護
者
、
道
路
管
理
者
、

ま
ち
づ
く
り
協
会
等
の
参

加
で
行
な
い
、
対
策
予
定

箇
所
に
つ
い
て
関
係
機
関

に
対
策
の
要
望
等
を
継
続

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問
２

　
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
対
策
に
つ
い
て
。

教
育
課
長

　

地
域
の
見
守
り
隊
、
交

通
安
全
協
会
の
皆
様
の
協

力
で
児
童
生
徒
の
安
全
体

制
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
題
等
が
発
生
、
情
報
が

あ
っ
た
際
は
、
警
察
に
相

談
し
学
校
の
一
斉
メ
ー
ル

を
通
じ
周
知
を
行
い
ま

す
。

通
学
路
の

安
全
対
策

児童だけでは自分の身は守れない

関係機関と地域と連携体制を構築

問

答

新　田　信　二 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

不登校に関
する支援策

家
族
だ
け
の
問
題
で
な
く
社
会
的
問
題

教
職
員
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
が
連
携

問答

　

全
国
の
小
中
学
校
の
不

登
校
は
増
加
傾
向
で
、
大

き
く
社
会
問
題
化
し
て
い

ま
す
。

質
問
１

　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
。

教
育
長

　
今
年
度
は
小
学
生
10
名
、

中
学
生
が
26
名
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
蔓

延
し
た
こ
と
で
の
増
加
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

不
登
校
に
な
る
要
因
は

様
々
で
、
今
後
に
つ
い
て

も
教
職
員
や
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

連
携
し
て
相
談
に
当
た
り
、

家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡
等
、

丁
寧
な
相
談
対
応
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

質
問
２

　
こ
れ
ま
で
保
護
者
等
を

含
め
、
民
生
児
童
委
員
や

人
権
擁
護
委
員
の
方
々
の

活
動
、
意
見
等
は
ど
の
様

に
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。教

育
長

　

民
生
児
童
委
員
や
人
権

擁
護
委
員
の
方
々
に
は
、

定
期
的
に
学
校
運
営
に
加

わ
る
な
ど
児
童
生
徒
た
ち

に
直
接
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
教
育

委
員
会
と
委
員
の
方
々
と

の
懇
談
の
場
を
通
し
て

様
々
な
意
見
を
頂
き
、
児

童
生
徒
を
支
援
す
る
上
で

の
重
要
な
情
報
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歩道のない通学路

教室が遠く感じる
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　定例会３月会議の現地調
査をはじめ委員会レポートを
紹介します。

施
設
改
善
・
新
築
工
事
調
査

再
現
三
春
城
V
R

思
い
ま
す
。
ま
た
、
北
側
に
子
供

遊
園
地
が
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
倉
庫
で
あ
る
貝
山
倉
庫

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
。
倉
庫
の

ト
タ
ン
屋
根
は
赤
く
剥
げ
落
ち
、

今
に
も
壊
れ
そ
う
で
、
委
員
会
と

し
て
は
、
修
理
を
見
送
り
２
か
所

あ
る
倉
庫
の
保
管
物
を
１
か
所

に
整
理
・
集
約
し
て
、
安
価
な
倉

庫
を
新
築
す
べ
き
と
提
言
し
ま

し
た
。
予
算
は
２
２
０
万
円
で
、

再
度
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

（
影
山　
初
吉
）

三
春
城
の
３
つ
の
日
本
一
と
い
わ

れ
る
「
御
風
呂
屋
、
広
間
、
絶
壁

に
立
つ
三
階
櫓
」
に
焦
点
を
当
て

た
内
容
で
す
。
ゴ
ー
グ
ル
を
使
う

こ
と
で
３
６
０
度
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
景
色
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
三
階
櫓
か
ら
の
眺
め
は
、

足
が
す
く
む
思
い
で
し
た
。是
非
、

皆
さ
ん
も
ゴ
ー
グ
ル
を
使
っ
て

V
R
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
実
沢
字
蓬
ヶ
作
地
内
の

大
根
房
た
め
池
の
改
修
工
事
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
令
和

２
年
度
に
地
元
の
要
望
に
よ
り
護

岸
の
改
修
を
行
う
も
の
で
、
令
和

５
年
の
水
稲
作
付
に
間
に
合
う
よ

う
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
橋
本　
善
一
郎
）

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　
　
　
鈴
木　
利
一

副
委
員
長　
　
　
　
山
崎
ふ
じ
子

委
員　
　
　
　
　
　
三
瓶　
文
博　

　
　
　
　
　
　
　
　
篠
崎　
　
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
影
山　
初
吉

　

御
木
沢
小
学
校
増
改
築
工
事

で
は
、
既
存
の
配
膳
室
を
、
配

膳
室
を
兼
ね
た
家
庭
科
室
に
改

装
し
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
室

と
特
別
支
援
教
室
、
職
員
用
更
衣

室
や
ト
イ
レ
の
増
築
工
事
も
行

い
ま
し
た
。
特
別
支
援
教
室
は
、

現
在
は
１
教
室
を
区
切
っ
て
２

学
級
が
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
教
室
と
な
り
の
び
の
び
と
授

業
が
受
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
室
も
広
く
明
る
く
利
用
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

御
木
沢
地
区
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
平
沢
と
御
祭
、
七
草
木

の
屯
所
３
か
所
を
１
か
所
の
防

災
セ
ン
タ
ー
と
す
る
新
築
工
事

で
す
。
御
木
沢
地
区
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
御
木
沢
行
政
セ
ン
タ

ー
の
隣
に
あ
り
交
通
の
便
も
良

く
、
御
木
沢
地
区
の
防
災
拠
点
と

し
て
安
心
安
全
に
貢
献
す
る
と

経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　
　
　
佐
久
間
正
俊

副
委
員
長　
　
　
　
佐
藤　
一
八

委
員　
　
　
　
　
　
橋
本　
善
次

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
善
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
影
山　
常
光

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
ゴ
ー
グ

ル
を
使
っ
て
V
R
（
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
）を
体
験
し
ま
し
た
。

もうすぐ完成

大根房ため池工事

VR体験 VRの説明

トーポレ
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員委 会

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

あ
こ
が
れ
教
室
の
名
称
は

あ
→
安
心

こ
→
個
人
の
能
力

が
→
環
境
を
整
え
る（
学
び
の
場
）

れ
→
連
携
を
大
事
に

　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に
と
っ

て
、
学
校
や
家
庭
以
外
の
居
場
所

を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
大
変
で
す
。

不
登
校
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
わ

ら
ず
、
人
の
居
場
所
や
自
分
が
安

心
で
き
る
居
場
所
を
見
つ
け
る
こ

と
は
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
松
村　
妙
子
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　
　
　
松
村　
妙
子

副
委
員
長　
　
　
　
新
田　
信
二

委
員　
　
　
　
　
　
本
田　
忠
良　

　

学
び
の
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
こ

が
れ
教
室
」を
訪
問
し
ま
し
た
。

あ
こ
が
れ
教
室
の
１
日
に
つ
い
て

 

・
火
・
水
・
木
曜
日
の
午
前
中

　
週
３
回
開
所

 

・
学
び
の
時
間

　
（
25
分
単
位
・
50
分
単
位
）

 

・
自
分
の
計
画
に
よ
る
学
習
や

　
活
動

現
在
は
小
学
生
と
中
学
生
合
わ
せ

て
６
名
ほ
ど
参
加
し
て
い
ま
す
。学びの支援センター「あこがれ教室」

時間割 旧保健センター

読
ま
れ
る
広
報
を

  

つ
く
る

追
跡
記
事

　
総
務
常
任
委
員
会
で
現
地
調
査

を
行
っ
た
御
木
沢
地
区
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
４
月
９
日

に
御
木
沢
分
団
へ
引
き
渡
し
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
か
ら
は
、

議
長
と
総
務
常
任
委
員
会
が
出
席

し
、
新
た
な
防
災
拠
点
の
完
成
を

地
区
の
方
々
と
一
緒
に
お
祝
い
し

ま
し
た
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　
　
　
佐
藤　
一
八

副
委
員
長　
　
　
　
山
崎
ふ
じ
子

委
員　
　
　
　
　
　
篠
崎　
　
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
善
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
影
山　
初
吉

　

今
年
度
は
、「
読
ま
れ
な
い
議

会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
な
し
」
を

念
頭
に
、「
み
は
る
議
会
だ
よ
り
」

を
作
成
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
集
記
事
を
企
画
し
、
地
元
の

活
動
や
伝
統
文
化
シ
リ
ー
ズ
を
は

じ
め
、
委
員
が
直
接
取
材
・
記
事

編
集
し
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
作
成
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
、
毎
号

貴
重
な
ご
意
見
や
ご
感
想
を
頂
戴

し
、
議
会
だ
よ
り
作
成
に
活
か
し

て
き
ま
し
た
。

取材する佐藤委員長

引渡式
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　委員会で視察研修会を行
いましたので、概要を紹介
します。

議
会
運
営
と
ひ
よ
こ
の
家

　
会
派
が
あ
り
、
そ
の
中
で
女
性

議
員
を
見
出
し
て
い
る
そ
う
で

す
。（
公
明
２
人
・
共
産
２
人
・

自
民
２
人
）。
議
長
さ
ん
が
42
歳

の
方
で
、
子
育
て
世
代
の
お
母
さ

ん
議
員
も
い
る
そ
う
で
、
若
い
世

代
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
三

春
で
も
女
性
議
員
が
増
え
て
ほ
し

い
で
す
。

　

子
ど
も
議
会
は
町
内
の
中
学

生
・
小
学
５・
６
年
生
で
、
各
学

校
の
代
表
が
集
ま
り
、
毎
年
８
月

開
か
れ
て
お
り
ま
す
。
議
長
を
自

分
た
ち
か
ら
選
び
、
町
長
は
じ
め

各
課
の
課
長
が
答
弁
に
立
ち
ま

す
。
町
の
町
政
に
生
か
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

栃
木
県
高
根
沢
町

 

・
ひ
よ
こ
の
家
（
不
登
校
児
童
・

　
生
徒
の
た
め
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

　
ス
）

 

・
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ

　
ひ
よ
こ
の
家
は
、
静
か
な
地
区

に
あ
る
古
民
家
を
改
装
し
て
、
20

年
前
か
ら
子
供
た
ち
の
居
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
活
動
は

自
ら
決
め
て
過
ご
し
、
１
０
０
％

の
お
子
さ
ん
が
高
校
（
２
部
を
含

む
）
に
進
学
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
子
供
条
例
も
あ
り
、
子
供
の

生
き
る
権
利
を
き
ち
ん
と
明
文
化

し
、
実
行
さ
れ
て
い
る
町
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

　
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
は
町
民

と
の
意
見
交
換
会
で
す
。
議
会
か

ら
申
し
込
ん
で
意
見
交
換
会
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
三
春
で
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
も

ど
ん
ど
ん
町
内
へ
行
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

（
山
崎　
ふ
じ
子
）

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　
　
　
　
山
崎
ふ
じ
子

副
委
員
長　
　
　
　
佐
久
間
正
俊

委
員　
　
　
　
　
　
鈴
木　
利
一

　
　
　
　
　
　
　
　
松
村　
妙
子

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
新
田　
信
二

　
　
　
　
　
　
　
　
影
山　
初
吉

埼
玉
県
三
芳
町

 

・
女
性
議
員
が
多
い
、
16
人
中　

　
６
人

 

・
子
ど
も
議
会
に
取
り
組
ん
で

　
い
る

トーポレ

三芳町議会議員と一緒に

ひよこの家について
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宮
城
県
大
和
町
で
は
、
女
性

消
防
団
に
つ
い
て
研
修
を
受
け

ま
し
た
。

　

大
和
町
消
防
団
は
昭
和
30
年

４
月
20
日
１
町
４
カ
村
が
合
併

し
た
の
に
伴
い
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
１
本
部
・
５
分
団
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
消
防
隊
員

は
40
名
で
、
ラ
ッ
パ
隊
の
女
性

は
６
名
で
す
。
女
性
消
防
団
が
、

平
成
25
年
10
月
17
日
に
横
浜
で

行
わ
れ
た
第
21
回
全
国
女
性
消

防
操
法
全
国
大
会
で
、
優
勝
し
た

と
き
の
動
画
を
視
聴
し
ま
し
た
。

大
和
町
の
女
性
消
防
団
員
は
、
全

員
本
部
分
団
所
属
で
、
ポ
ン
プ

操
法
訓
練
は
、
夜
の
７
時
過
ぎ

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

男
性
団
員
と
同
等
の
ポ
ン
プ
操

法
訓
練
を
し
て
い
ま
す
が
、
実

際
の
火
災
現
場
で
は
、
後
方
支

援
に
回
り
、
消
火
活
動
は
し
な

い
そ
う
で
す
。
女
性
団
員
の
応

募
は
、
女
性
団
員
の
推
薦
に
よ

る
も
の
が
多
い
と
の
事
で
し
た
。

　

当
町
の
女
性
消
防
団
員
は
機

能
別
団
員
で
、
ラ
ッ
パ
隊
と
広

報
団
員
と
し
て
活
動
を
し
て
い

る
こ
と
を
、
紹
介
し
ま
し
た
。
今

後
の
女
性
消
防
団
活
動
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
当
町
の
自
主
防
災
会

の
取
り
組
み
、
個
別
避
難
計
画

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
、
女
性
消
防
団

員
か
ら
お
話
が
伺
え
な
か
っ
た

の
は
残
念
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
篠
崎　
聡
）

研視 察 修

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と

女
性
消
防
団

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　
　
　
鈴
木　
利
一

副
委
員
長　
　
　
　
山
崎
ふ
じ
子

委
員　
　
　
　
　
　
三
瓶　
文
博　

　
　
　
　
　
　
　
　
篠
崎　
　
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
影
山　
初
吉

　
仙
台
市
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル
で
、

み
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
」と
称
し
、
平
成
28
年
３
月

か
ら
I
C
T
を
効
率
的
で
効
果

的
に
利
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
契
機
に
、
新
た
な
社
会

に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

市
民
や
民
間
業
者
、
大
学
な
ど

の
学
術
研
究
機
関
、
市
役
所
な

ど
が
共
同
で
「
ま
ち
の
デ
ジ
タ

ル
化
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

（
三
瓶　
文
博
）

仙台市へ追いつけ 観光地でもデジタル化

活躍している女性消防団員
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　たくさんのご意見・ご感想をいただきましたが、紙面の都合上、すべてを掲載できないため、主

なご意見・ご感想の紹介とさせていただきます。

　皆様からいただいた貴重なご意見は、一般質問のみならず、今後の議会活動全般に生かして参り

ます。ご協力誠にありがとうございました。

令和5年定例会3月会議一般質問アンケート令和5年定例会3月会議一般質問アンケート

アンケート結果　傍聴者 25 名　回答者 21 名　回答率 84.0％

意見・感想

・全体として声が小さくて発音がはっきりせず何を話しているのか分かりません。

・質問内容は素晴らしいが言葉が聴き取りづらいです。町長、教育長は解り易く聴き易いです。

  他の方も学習してほしいです。

・議場内で傍聴者がパンフレットを配布していましたが、あまり感じが良くなかったです。

・一度も登壇発言しない方はおられないと思いますが、どうか町発展の為、身近な所から住みやす

  い町にする為に発言をお願いします。

議員の質問内容

おおむね
理解できた 62%

理解できた
24%

あまり理解
できなかった
14%

理解できなかった
0%

町長等の答弁内容

おおむね
理解できた 43%

理解できた
47%

あまり理解
できなかった
10%

理解できなかった
0%
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地元の活動
　三春町で支援し地元で活動している皆様を、広報広聴特別委員会の委員が取材しましたので、ご紹
介します。

　

85
歳
以
上
の
方
が
６
人
で
、

毎
週
水
曜
日
に
集
ま
っ
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
百
歳
体
操

と
、
か
み
か
み
百
歳
体
操
を
毎

回
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の

10
月
末
か
ら
始
め
、
一
度
の
休

会
の
み
で
続
い
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
「
病
気
や
け
が
の
予
防
に
な

る
と
思
い
、
続
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
11
月
か
ら
、
毎
月

第
２・
４
火
曜
日
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
お
世
話
役
の
佐
々
木

さ
ん
が
区
長
の
時
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
町
で
10
番
目
の
サ
ロ

ン
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

は
自
粛
も
あ
り
、
大
変
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

み
ん
な
の
顔
を
見
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
話
が
出

来
て
、
地
域
の
情
報
も
聞
く
こ

と
が
出
来
て
い
い
で
す
。」
と

皆
さ
ん
毎
週
楽
し
く
、
活
動
さ

れ
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
世
話
役
の
上
石
さ
ん
を
は

じ
め
、
皆
さ
ん
若
々
し
く
て
驚

き
ま
し
た
。

　

毎
回
、
百
歳
体
操
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。
皆
さ
ん
体
の
具
合
は
「
現

状
維
持
が
で
き
て
い
る
。」
と
、

良
い
状
態
が
保
て
て
い
る
そ
う

で
す
。

（
山
崎　

ふ
じ
子
）

    

沼
沢
い
き
い
き
サ
ロ
ン

沼
沢
い
き
い
き
サ
ロ
ン

    

斎
藤
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン

斎
藤
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
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議会活動日誌議会活動日誌
　議会活動を広く町民の皆さんにお知らせするため、議会主催の会議・意見交換会、町などが
主催して議員が出席した行事を掲載します。今回は、令和５年１月から３月までの議会活動を
お知らせします。

1月
　４日　・仕事始め式
　　　　・新年交礼会・消防団幹部交礼会
　　　　・交通安全祈願祭
　８日　・令和５年二十歳を祝うつどい
１３日　・議会運営委員会
　　　　・１月第１回会議・全員協議会
１５日　・三春だるま市オープニングセレモニー
１７日　・三春町商工会新春懇談会
２７日　・三春町ゲートボール協会総会

　１日　・三春町幼稚園保育所保護者会連合会
　　　　　との意見交換会
　５日　・三春の桜についての勉強会
　８日　・田村広域行政組合議会定例会
　　　　・郡山地方広域消防組合議会運営委員
　　　　　会・２月定例会（郡山市）
１８日　・青年海外協力隊の日 in 三春
２１日　・全員協議会
２４日　・議会運営委員会

２５日　・魁春旗争奪全国高等学校選抜柔道
　　　　　錬成三春大会
２７日　・福島県町村議会議長会定期総会
　　　　　（福島市）
２８日　・三春城 VR 完成披露会

2月

3月
　１日　・定例会３月会議（～ 13 日）
　５日　・耳の日記念第 41 回福島県ろうあ者
　　　　　福祉大会
１３日　・全員協議会
　　　　・各中学校卒業式
２０日　・たむら地方観光連絡協議会
２３日　・各小学校卒業式
　　　　・要田小学校閉校式
２４日　・田村広域行政組合解散式
　　　　・退任区長感謝状贈呈式
２５日　・河野広中没後 100 年記念特別展
　　　　　オープン式
２６日　・福島県ゲートボール協会定期総会
２８日　・教職員離任式
３１日　・職員退職辞令交付式

時
代
の
先
を
行
け

手
話
通
訳

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
一
環
と
し

て
、
定
例
会
３
月
会
議
の
一
般
質
問
で
は

手
話
通
訳
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
議
会
を
傍
聴
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。
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◇◆◇ 請願・陳情の手続き ◇◆◇
　三春町議会では、町政などについて町民の皆さんの希望や要望を、請願・陳情として受け付けしています。
◆提出方法　　
　議会事務局（役場３階）へご持参ください。
◆受付締切
　議会定例会議開催日７日前までとなります。
◆様式等
　特に決まっていませんが、次の事項は必ず記載願います。
　① 件名○○に関する請願書、○○に関する陳情書など　　② 提出年月日　　③ 提出者住所 ･ 氏名・印鑑
　④ 紹介議員氏名・印鑑（請願のみ） 　⑤ 請願・陳情要旨
　⑥ 関係機関への意見書の提出を求める場合には、意見書案　　⑦ 三春町議会議長宛
　※ 陳情については、内規により原則として、町内に関する事項・内容などについて提出されたものを審議する
　　 こととし、それ以外または郵送によるものは議員へ配付のみとなっています。

◇◆◇ 議会の開議予定 ◇◆◇
◆議会定例会議開議予定
　次の議会は定例会６月会議です。６月２日（金）開議、３日（土）の一般質問を予定しています。
◆議会開議広報
　議会の開議は、議会だより号外、議会ホームページ、防災行政無線、役場前掲示板などでお知らせします。　　
　（http://www.town.miharu.fukushima.jp/site/gikai/）

今 

月 

の 

表 

紙

　

令
和
５
年
度
中
郷
小
学
校
入
学
式
が
４
月

６
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
は
５
名
で
、
先
生
や
在
校
生
の

見
守
る
中
、
少
し
不
安
そ
う
な
表
情
で
し
た

が
元
気
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
郷
小
学
校
は
、
今
年
創
立
１
５
０
年
を

迎
え
ま
す
。
記
念
す
べ
き
年
に
ご
入
学
さ
れ

た
こ
と
は
、
生
涯
思
い
出
深
い
日
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
佐
藤　

一
八
）

　

三
春
町
議
会
議
員
の
３
名
の
議
員
が
全
国

町
村
議
会
議
長
会
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
弘
議
員
は
昭
和
62
年
10
月
か
ら
平
成

11
年
９
月
ま
で
の
12
年
間
と
、
平
成
19
年
10

月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
15
年
間
に
わ
た

り
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
向

上
や
地
方
自
治
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
影
山
初
吉
議
員
と
佐
久
間
正
俊
議
員
は
平

成
19
年
10
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
15
年

間
に
わ
た
り
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
住
民

の
福
祉
向
上
や
地
方
自
治
振
興
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会

全
国
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰

おめでとうございます
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広報広聴特別委員会 委員長／佐藤一八　副委員長／山崎ふじ子　　
委　員／篠崎聡　　橋本善一郎　　影山初吉

◆ 応募方法  クイズの答え、氏名、住所、年齢に加え「議会」や「みはる議会だよ
り」に対するご意見、ご感想を併せて記入のうえ、はがき、または
ＦＡＸで送付（送信）してください。また、Ｅ-mail での応募も受け付
けますので、必要事項を記入のうえ、下記のアドレスまで送信して
ください。正解者の中から、抽選で３名の方に１,０００円分の商品
券を差し上げます。当選は発送をもって代えさせていただきます。

◆ 送 付 先   〒963-7796　三春町字大町１－２　三春町議会事務局
　　　　　　 Ｅ-mail　gikai@town.miharu.fukushima.jp
◆ 締 切 日　５月１９日（金）（当日消印有効）
※ 前回は 19 件の応募をいただき、ありがとうございました。
※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ以外の目的には使用しません。

前回の答え
モン（ベル）

発行／福島県三春町議会　　編集／広報広聴特別委員会
住所／〒９６３－７７９６　福島県田村郡三春町字大町１番地の２
電話／０２４７－６２－８１２４　FAX ／０２４７－６１－２３１０
E-mail ／ gikai@town.miharu.fukushima.jp

みはる議会だよりみはる議会だより
スマートフォンへスマートフォンへ

配信中 !配信中 !

３月会議で令和５年度一般会計予算が可決成立しました。令和４年度一般会計
予算と比較していくら増額されたでしょうか。番号でお答えください。

ヒント：令和４年度一般会計予算は81億1,405万円でした。
①７億8,139万円　②７億8,140万円　③７億9,140万円

第36回議会クイズ

シリーズ 町の伝統文化 No.9

成
田
神
社
の
地
神
様
（
北
成
田
字
広
畑
）

　
大
お
お
と
こ
ぬ
し
の
み
こ
と

地
主
命
・
埴は
に
ど
ひ
め
の
み
こ
と

土
毘
売
命

　

夫
婦
の
神
様
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
由
来
な

ど
は
不
詳
で
す
が
、
田

畑
を
つ
か
さ
ど
る
地
神

様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
地
主
神
の

田
畑
が
、
御
年
の
祟
り

で
枯
れ
そ
う
に
な
っ
た

と
き
に
、
白
馬
・
白
猪

を
供
え
て
御
年
神
を
祀

る
と
苗
が
ふ
た
た
び
茂

っ
た
と
説
話
が
あ
り
ま

す
。

　
出
雲
流
神
楽（
太
々
神

楽
）が
、
昭
和
54
年
に

復
活
し
ま
し
た
が
平
成

20
年
に
は
、
後
継
者
不

足
で
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。
残
念
で

す
。
昔
、
地
区
民
同
士

で
神
社
信
仰
に
つ
い
て

二
派
に
分
か
れ
て
争
い

が
起
こ
り
ま
し
た
。
神

社
本
体（
お
姿
）が
取
り

合
い
と
な
り
、
事
故
に

な
る
前
に
と
当
時
の
役

員
だ
っ
た
方
が
、
自
宅

に
持
っ
て
い
き
、
そ
の

後
百
年
余
り
毎
日
信
仰

を
さ
れ
守
っ
て
き
た
そ

う
で
す
。
昭
和
30
年
ご

ろ
に
成
田
神
社
に
神
社

本
体
が
戻
り
、
そ
の
後

は
春
と
秋
の
お
祭
り
の

時
に
開
帳
さ
れ
て
い
ま

す
。
争
い
が
起
こ
る
ほ

ど
、
大
切
な
神
様
な
の

で
す
ね
。

　

成
田
地
区
の
人
々
の

心
の
よ
り
所
と
し
て
、

末
永
く
伝
わ
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。
神
社
の
東
に
あ
る

樹
齢
4
0
0
年
の
種
蒔

桜
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

（
山
崎　
ふ
じ
子
）区長と社総代の方々


